
研究課題

研究期間

平均点

研究の進捗状況 4.0

研究内容の妥当性 3.8

目的達成の可能性 3.8

期待される研究成果 3.8

研究継続の必要性 4.0

総合評点 4.0

　これまでの湖沼生態系調査に加え、浄化に用いる生物選択や植栽法が確立されて
きており、次年度の現場水域での応用実験に向けた取り組みが着実に進行している
と評価される。ただし、各生物個体量あたりの浄化能力の定量評価や、湖全体の総合
的な物質循環の観察・監視の視点も加味されることが望まれる。

中間評価報告書

評価項目

自然公園内における湖沼の水質の向上に関する研究

平成２０年度～２２年度

　　　　　　　　　　　　　　    総合理工学研究機構運営委員会  　平成２１年１０月９日（金）


